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印象に残っている言葉は？

最新号・バックナンバー

子供の頃は理科や数学は好きではあり
ませんでした。木が大好きで秘密基地やブ
ランコを作っていて、将来は大工になりた
いと思っていました。大学では建築を専攻
する予定でしたが、大学3年生の時に磯貝
明先生と出会い、実験や解析の面白さに
気付き、研究者を目指しました。そして授
業で話していたセルロースに興味を持ち、
磯貝先生の研究室の門を叩きました。
将来のことは特に考えず直感でここま

で来ましたが、好きなこと、熱中できること
をするのは重要だと思います。今は大学教
員という立場で、学生と接する機会が多く
あります。その中で意識しているのは、熱
中するきっかけを作ることです。同じ課題
でも、学生が面白いと感じるポイントはそ
れぞれです。そのポイントを掘り下げるこ
とが新しい発見につながることもあります
から、1人1人の感性を大切にするように心
がけています。

鋼鉄の5分の１の重さで5倍強いといわ
れる、木材由来の新素材であるセルロース
ナノファイバーの研究開発に取り組んで
います。環境への負荷も軽減できるため、
さまざまな用途での活用が期待されてい
ます。しかし液中に分散しているセルロー
スナノファイバーを固体材料にすることは
非常に難しく、費用の問題もあるため、現

好きこそものの
上手なれ

Q1

在は化粧品などにおける水系添加剤での
実用化がほとんどで、強度を生かした用途
で実用化された例はごくわずかです。
費用削減を目指すのはもちろんです
が、少し高価でも需要がある材料を作る新
しい方法を提案したいと考えています。樹
脂補強では、従来の10分の1の使用量で
効率よく性能を発揮させたり、セルロース
ナノファイバーにしかできない付加価値を
生み出したりといったことです。他の研究
者との共同研究で広く可能性を探ってい
ますが、電気自動車の窓で使用する透明
断熱材など、将来性のある用途はあると
思っています。
セルロースナノファイバーの研究は今、
正念場だといわれています。10年以上基礎
研究を続けてきましたが、産業で扱える手
法には至っていません。大学と産業界、双方
の手法を擦り合わせることで社会課題の解
決につながると思っています。木材の可能
性を求めてさらに研究を進め、低炭素社会
の実現に貢献したいと考えています。

家事と子育てに奮闘する日々です。子供
は小学4年生で、一緒にゲームを楽しんだ
り、勉強を教えたり、実験教室に連れて
いったりすることもあります。実験教室の
先生はとても話が上手で、授業の参考にし
ています。
子供が実験を楽しいと思っていることは

研究者としてとても嬉しいです。いろいろ
なことに出合っていく中で、進路に迷うこ
ともあると思いますが、その時はじっくりと
悩んで考えて、自分の好きなことに挑戦し
てほしいですね。
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